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序 本計画の策定にあたって 

（１）桜川市を取り巻く状況の変化 

平成 17 年 10 月 1 日、西茨城郡岩瀬町、真壁郡真壁町、真壁郡大和村の３町村の合併に

より、桜川市が誕生した。 

その後、新市の長期的視点に立ったまちづくりを進めていくため、まちの将来像を「伝

統と豊かな自然に恵まれた田園文化都市～やすらぎのまち 桜川～」とする桜川市第一次

総合計画を平成 19 年 3 月に策定し、各分野の政策・方針を定め、各種施策・事業を推進し

ているところである。 

また、群馬県高崎市と茨城県ひたちなか市を結ぶ北関東自動車道の整備が進み、本市に

おいては平成 20 年 4 月に桜川筑西ＩＣが開設されるとともに、同年 12 月には桜川筑西～

真岡ＩＣ間が開通し、東北自動車道～常磐自動車道～常陸那珂港が連絡され、新たな交通

体系が整備されるとともに、本市においてもこの変化に対応した発展が期待されるところ

である。 

 

 

■市を取り巻く状況の変化 

 桜川市の誕生(H17.10) 

 新市総合計画の策定(H19.3) 

 北関東自動車道桜川筑西ＩＣの開設(H20.4) 

 北関東自動車道桜川筑西ＩＣ～真岡ＩＣ間(14.9km)開通(H20.12) 
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（２）本計画の役割と位置づけ 

桜川市では、新市総合計画の産業振興分野において「工業の振興」を位置づけるととも

に、北関東自動車道桜川筑西ＩＣの開設を活用した工業振興を位置づけており、今後、こ

れらの施策展開を推進しようとするところである。 

 

本市では、工業振興、工業導入を図る地区として現在６地区の工業専用地域を位置づけ

ている。このうち、３地区については都市基盤施設の整備が完了し、一定数の企業立地が

見られるが、残りの３地区については都市基盤施設の未整備、大規模な未利用地の存在、

住居立地による不適格建築物の存在等の課題が生じている状況にある。 

 

このため、残り３地区についても、ＩＣの開設を契機とした工業振興を推進するととも

に、各種課題の解消を図りながら積極的な企業立地を誘導していくために、工業専用地域

における土地利用方針の見直しが必要となっている。 

 

しかしながら、本市においては、新市の都市計画マスタープランが未策定であることか

ら、今回、本市の工業専用地域について、従来方針の見直しを行い、土地利用の方針を示

す「桜川市都市計画マスタープラン(工業専用地域における土地利用方針)」を策定するも

のである。 

 

また、本計画は、地方自治法第２条第４項に基づく「市町村の建設に関する基本構想」(市

町村総合計画)に即す都市計画法第１８条の２に基づく「市町村の都市計画に関する基本的

方針」(市町村都市計画マスタープラン)の一部をなすものであり、今後策定する桜川市全

体の都市計画マスタープランの土地利用分野においても反映させることとする。 

 

 

 

■工業専用地域における課題 

 都市基盤施設の整備促進 

 大規模未利用地の解消 

 用途不適格建築物の解消 

 ＩＣ周辺整備の具体化及び整備促進 
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１ 桜川市の概況 

（１）桜川市の概況 

 

①位置・地勢 

・ 桜川市は、茨城県の中西部、茨城県西地域に位置し、総面積 179.78km
2
となっている。 

・ 位置条件は、東京から約 70～80ｋｍ圏、水戸から約 34km、宇都宮から約 31km の距離

にあり、常磐道と東北道の中間地点に位置している。 

・ 地勢条件は、市北部の高峯・富谷山、市東部の雨引山・加波山・足尾山から市南部の

筑波山に連なる山々に囲まれている。また、市中央部を南北に桜川が流れ、その沿岸

を中心に水田、その後背に畑等の農地があり、幹線道路沿道に市街地や集落が形成さ

れている。 

・ 隣接市町村は、北が栃木県真岡市・栃木県益子町・栃木県茂木町、東が笠間市と石岡

市、南がつくば市、西が筑西市と栃木県二宮町となっている。 

 

②人口・世帯数 

・ 人口は、48,400 人(平成 17 年)で、昭和 40 年以降では平成７年の 51,972 人をピーク

に減少傾向が続いている。 

・ 世帯数は、13,617 世帯(平成 17 年)となっている。 

・ 年齢別人口は、0～14 歳が 6,788 人(14.0%)、15～64 歳が 30,082 人(62.2%)、65 歳以

上が 11,527 人(23.8%)であり、特に 65 歳以上の人口は県平均 19.4%を上回り、高齢化

が進行している。(平成 17 年国勢調査) 

 

③産業 

・ 産業別就業者人口は、第１次産業が 9.1%、第２次産業が 40.0%、第３次産業が 49.4%

となっている。(平成 17 年国勢調査) 

・ 農業は、米を主要作物とするほか、施設園芸である小玉スイカ等の畑作も盛んである

が、平成 18 年の農業産出額は 84 億円であり、昭和 59 年の 128 億円をピークに減少傾

向が続いている。 

・ 工業は、国内有数の産地として市を代表する産業である石材業や工業団地の企業立地

等があるが、景気低迷の影響等を受け、平成19年の製造品出荷額は1,115億円であり、

平成４年の 1,579 億円をピークに減少傾向が続いている。 

・ 商業は、岩瀬地区、真壁地区を中心に商業地区が形成されているが、平成 19 年の商業

年間販売額は527億円であり、平成６年の841億円をピークに減少傾向が続いている。 
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④土地利用 

・ 土地利用状況(平成 19 年)は、農地が 32.0%、宅地が 8.6%、山林が 38.6%、その他が 20.8%

となっており、農地と山林が市全体の 2/3 を占めている。 

(都市的土地利用) 

・ 市北中部のＪＲ岩瀬駅周辺と一般国道 50 号沿道部に岩瀬地区、市北東部のＪＲ羽黒駅

周辺と一般国道 50 号沿道部に羽黒地区、市中央部の主要地方道つくば益子線沿道部に

大和地区、市南部の主要地方道つくば益子線沿道部に真壁地区の４つの市街地が形成

されている。 

・ また、市北東部に間中地区、南飯田地区、稲地区、市西部に長方地区、台山高森工業

団地、つくば真壁工業団地の６地区が工業系市街地に位置づけられている。 

(自然的土地利用) 

・ 市北部の高峯・富谷山周辺が笠間県立自然公園に、市東部から雨引山から市南部の筑

波山にかけての山々が水郷筑波国定公園に指定され、豊かな自然環境となっている。 

・ 市中央部を南北に流れる桜川流域に広がる低地部に水田、その後背の台地部が畑等の

農地となっている。 

 

⑤交通網 

・ 主要な交通基盤として、東西軸として北関東自動車道、一般国道 50 号が横断しており、

市東側(笠間市内)に笠間西ＩＣ、北関東自動車道と一般国道 50 号の交差部に桜川筑西

ＩＣが設置されている。また、南北軸として主要地方道つくば益子線が縦断している。 

・ 鉄道はＪＲ水戸線が、一般国道 50 号とほぼ並行して東西を横断しており、東からＪＲ

羽黒駅・ＪＲ岩瀬駅・ＪＲ大和駅がある。 

 

⑥地域資源 

・ 雨引観音や富谷観音をはじめ数々の寺社仏閣や、真壁の古いまちなみなど歴史的資源

が豊富にある。 

・ また、市を囲む山々には水郷筑波国定公園や笠間県立自然公園が指定され、関東ふれ

あいの道やスカイスポーツ等のレジャー環境となっている。 
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（２）都市計画の状況 

・ 都市計画区域は、昭和 46 年 1 月 20 日に旧真壁町の全域、昭和 49 年 10 月 21 日に旧岩

瀬町及び旧大和村の全域が下館・結城都市計画区域に指定され、昭和 52 年 5 月 16 日

に区域区分の決定(線引き)、用途地域の指定が行われた。 

・ その後、昭和 60 年 6 月 6日に間中地区の市街化調整区域への編入(逆線引き)、平成 8

年２月１日に新用途地域の決定が行われ、平成 11 年 6 月 10 日の羽黒地区の市街化区

域への編入・用途地域の指定が区域区分の最終変更となっている。 

・ なお、桜川市における都市計画の状況は次の通りとなっている。 

 

①区域区分 

・ 区域区分決定年月日 ：S52.5.16 

・ 区域区分最終変更年月日：H11.6.10 

・ 市街化区域面積 ：851ha 

・ 市街化区域人口 ：12.5 千人(H17 年国勢調査) 

・ 市街化調整区域面積 ：17,127ha 

 

②用途地域 

・ 第一種低層住居専用地域 ：159.0 ha 

・ 第二種低層住居専用地域 ： 33.0ha 

・ 第一種中高層住居専用地域 ： 36.0ha 

・ 第二種中高層住居専用地域 ： 15.0ha 

・ 第一種住居地域  ：173.0ha 

・ 第二種住居地域  ： 59.0ha 

・ 準住居地域   ： 15.0ha 

・ 近隣商業地域   ： 14.4ha 

・ 商業地域   ： 10.8ha 

・ 準工業地域   ： 62.0ha 

・ 工業地域   ：  7.0ha 

・ 工業専用地域   ：267.0ha 

・ 合計    ：851.2ha 

 

③未利用地 

・ 市街化区域内農地 (市街化区域内で一団性があり、かつ面積が 2ha 以上の農地) 

：11 箇所 42.3ha(2～5ha：9 箇所 27.2ha、5～10ha：2 箇所 15.2ha) 

・ 市街化区域内未利用地 (市街化区域内に存在し、一団性があり、かつ面積が 5ha 以上の土地) 

：9 箇所 75.3ha(5～10ha：7 箇所 52.1ha、10～20ha：2 箇所 23.2ha) 

・ 合  計    ：20 箇所 117.6ha 
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④都市計画道路 

・ 計 画 合計 ：63.39km(自動車専用道路：12.00km、幹線街路：51.39km) 

・ 改良済 合計 ：12.04km(幹線街路：12.04km) 

・ 概成済 合計 ：21.62km(幹線街路：21.62km) 

 

⑤都市計画公園 

・ 街区公園箇所数：10(街区公園面積： 2.09ha) 

・ 地区公園箇所数： 1(地区公園面積： 4.40ha) 

・ 総合公園箇所数： 1(総合公園面積：12.20ha) 

・ 運動公園箇所数： 1(運動公園面積：14.30ha) 

・ 合計箇所数 ：13(合計面積  ：32.99ha) 

 

⑥下水道 

・ 計画 排水区域 ：819ha 

・ 計画 処理区域 ：819ha 

・ 供用 処理区域 ：114ha 

・ 計画 下水管渠 ：176,130m 

・ 供用 下水管渠 ：38,070m 

・ 整備率  ：13.9％ 

 

⑦土地区画整理事業 

・ 都市計画決定 決定地区数：2(都市計画決定面積：102.9ha) 

・ 組合施行 施行済地区数 ：1(組合施行済面積 ： 77.1ha) 

 

⑧駅前広場 

(ＪＲ水戸線羽黒駅) 

・ 箇所数   ：1 

・ 駅前広場面積 計画：1,600 ㎡ 

・ 駅前広場面積 供用：1,600 ㎡ 

・ 鉄道乗降客数   ：2,021 人／日 

(ＪＲ水戸線岩瀬駅) 

・ 箇所数   ：1 

・ 駅前広場面積 計画：2,800 ㎡ 

・ 駅前広場面積 供用：550 ㎡ 

・ 鉄道乗降客数   ：3,837 人／日 

※：データ出典：③未利用地は「平成 19 年度桜川市都市計画基礎調査」(H20.2 桜川市)、 

それ以外は「平成 19 年(2007 年)都市計画年報」(H20.3 財団法人都市計画協会)より 
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■桜川市都市計画図 
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（３）広域的位置づけ 

首都圏整備計画や新茨城県総合計画等の上位計画・広域計画から、桜川市が含まれる地

域のあり方や本市の工業振興に関わる広域的条件や位置づけを整理すると、次のようにま

とめられる。 

 

①首都圏整備計画(平成18年9月 国土交通省) 

(首都圏の地域の構造の基本的方向) 

・ 首都圏の地域構造について、これまでの東京中心部への一極依存構造を改変し、「分散

型ネットワーク構造の構築」及び「分散型ネットワークの拠点の育成と連携の推進」

を図り、首都圏の各地域が社会、経済、居住の場としての価値をもって自立し、相互

に高密度で水平的ネットワークを形成する構造を目指すこととしている。 

(関東北部の地域整備の基本的考え方) 

・ 水戸市、宇都宮市、前橋市・高崎市を中心とする中核都市圏を、広域的な連携・交流

の要となる広域連携拠点としての整備を推進する。 

・ また、この交流連携拠点間の北関東自動車道に沿った都市群については、相互の連携

や広域連携拠点となる都市との連携を深め、軸状に拠点が連携する地域を形成し、東

北・北海道地域、日本海沿岸諸地域、西日本諸地域との連携・交流の要としての役割

を果たしていく。 

 

 

 

②新茨城県総合計画「元気いばらき戦略プラン」(平成18年3月 茨城県) 

(いばらきづくりの基本方向：２つの基本姿勢) 

・ 茨城の資源や潜在力を磨き活用する 

・ 県民が主役となってこれからの“いばらき”を共に創る 

(いばらきづくりの基本方向：３つの目標) 

・ 活力あるいばらき 

・ 住みよいいばらき 

・ 人が輝くいばらき 

(県西ゾーンの施策展開の方向) 

・ 日本を代表とする大規模野菜産地と活力ある産業拠点の形成 

・ 田園空間と都市機能が調和した快適な都市圏の形成 

・ つくばエクスプレスと自然、歴史・文化を活かした交流空間の形成 

(日本を代表する大規模野菜産地と活力ある産業拠点の形成の主要施策：計画的な産業集積) 

・ 北関東自動車道、筑西幹線道路などの整備効果やつくばとの近接性を活かした流通・

業務拠点の整備促進、各工業団地への企業誘致の推進 
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③下館・結城都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針(都市計画区域マス

タープラン)(平成 16 年 5 月 茨城県) 

(都市づくりの基本理念) 

・ 筑波研究学園都市や小山市等との連携のもとに、地方拠点都市として一体的に、商業・

業務、研究開発、文化など都市機能の集積を高めるとともに、豊かな自然や歴史的・

文化的資源を生かした居住環境の整備を図り、北関東地域の新たな拠点となる都市圏

の形成を目指す。 

(地域ごとの将来像：工業系市街地) 

・ 下館第一工業団地、結城第一工業団地、つくば真壁工業団地、つくば関城工業団地及

びつくば明野工業団地等の既に良好な生産環境を有する工業地域においては、周辺の

自然環境や居住環境との調和を図りつつ生産環境の維持・向上に努める。 

・ さらに、北関東自動車道岩瀬インターチェンジ(注：現桜川筑西インターチェンジ)の

設置や筑西幹線道路等の整備を踏まえて、先端産業の集積を一層進め、産業基盤の形

成を図る。 

(主要用途の配置方針：工業地) 

・ 計画的な整備を図る工業地として、下館第一・第二工業団地、玉戸工業団地、結城第

一工業団地、つくば関城工業団地、つくば明野工業団地、つくば真壁工業団地、台山

高森工業団地、結城市矢畑地区、岩瀬町長方地区、岩瀬・南飯田地区及び稲地区等を

配置する。 

・ これらの工業団地においては、周辺の自然環境に配慮しつつ良好な生産環境の維持・

向上を図る。また、矢畑地区、長方地区、岩瀬・南飯田地区及び稲地区については、

今後とも企業誘致に努め、計画的な工業地としての整備を図る。 

・ その他、下館市街地地域の一般国道 50 号沿道や真壁市街地地域と大和市街地地域の県

道つくば益子線沿道、明野市街地地域の下館つくば線沿道等に既存の工場等による工

業地を配置する。 
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(下館・結城都市計画区域マスタープラン 附図) 
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（４）旧町村都市計画マスタープラン 

 

①旧岩瀬町都市計画マスタープラン(平成 15 年 3 月) 

●将来都市像 

 

 

●土地利用方針図 

 

愛し、誇れる 岩瀬 

山・里・まちの恵みに映える 生き生き ふれあい共生の郷
さと
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②旧真壁町都市計画マスタープラン(平成15年3月) 

●将来都市像 

 

 

●まちづくり方針図 

 

自然・歴史・生活がとけあい、ふれあいのある快適都市－真壁 
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③旧大和村都市計画マスタープラン(平成 10 年 4 月) 

●将来都市像 

 

 

●土地利用計画図 

 

 

人と自然、村民と行政が実現する【まほろば公園むら・やまと】 
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２ 桜川市の将来像（桜川市第一次総合計画の位置づけ） 

桜川市第一次総合計画(平成 19 年 3 月策定)における桜川市の将来像、土地利用構想、工業及

び産業等に関わる事項の位置づけは、次の通りとなっている。 

 

（１）桜川市の将来像 

①基本理念 

・ 「自治」のまち 

・ 「安心」のまち 

・ 「育成」のまち 

・ 「調和」のまち 

・ 「自立」のまち 

 

②まちの将来像 
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（２）土地利用構想 
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（３）工業の振興 

 

 

 

（４）新産業の育成 

 

 

※注：「岩瀬インターチェンジ(仮称)」は現桜川筑西インターチェンジを指す 
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（５）未来プロジェクトにおける重点事業(インターチェンジ周辺整備検討事業) 

桜川市第一次総合計画では、基本理念、将来像、基本政策(施策の大綱)を示した基本構想

を達成するために、政策体系や主要事業について前記基本計画において示している。 

この中で、施策横断的かつ先導的な事業となる「桜川未来プロジェクト」として次の５つ

を位置づけており、さらに各プロジェクトに重点事業を位置づけている。 

 

①５つの桜川未来プロジェクト 

１．まちを愛する人づくりプロジェクト 

２．健康と安心のまちづくりプロジェクト 

３．明日を支える人づくりプロジェクト 

４．歴史と未来のまちづくりプロジェクト 

５．ふるさとの魅力づくりプロジェクト 

 

②歴史と未来のまちづくりプロジェクト 
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３ 工業専用地域における土地利用の方針 

（１）桜川市の工業専用地域における現状と課題 

①間中地区 

間中地区(約 25ha)は、昭和 52 年の区域区分の決定(線引き)と同時に、工業専用地域の

用途地域に指定され、地区の一部は昭和 60 年に市街化調整区域に編入(逆線引き)され、現

在に至っている。 

地区の大部分である北部から中央部にかけて、岩瀬町土地開発公社を事業主体とする間

中工業団地(13.2ha)が整備されており、現在団地内の大部分に企業が進出し、工場の立地、

操業が行われている。 

なお、地区南部の一部は、線引き以前に建築された住宅がまとまって立地する土地利用

であり、既存用途不適格建築物となっている。 

 

②南飯田地区 

南飯田地区(約 67ha)は、昭和 52 年の区域区分の決定(線引き)と同時に、工業専用地域

の用途地域に指定された。 

本地区は、地区全体において道路等の都市基盤施設が未整備となっている。 

また、企業の立地等の工業系土地利用は幹線道路沿道のごく一部に限られ、地区の大部

分が大規模な未利用地となっている。 

なお、既存用途不適格建築物となる専用住宅が、地区内に一部立地している。 
 

③稲地区 

稲地区(約59ha)は、昭和52年の区域区分の決定(線引き)と同時に、工業専用地域の用途

地域に指定された。 

本地区は、地区全体において、道路等の都市基盤施設が未整備となっている。 

また、地区の中央部を通過する狭小な道路の沿道に、線引き以前に建築された住宅が工

場と混在して立地する土地利用であるほかは、大規模な未利用地となっている。 

なお、既存用途不適格建築物となる専用住宅が、地区内に多数立地している。 
 

④長方地区 

長方地区(約35ha)は、昭和52年の区域区分の決定(線引き)と同時に、工業専用地域の用

途地域に指定された。 

本地区は、地区東部の一部に岩瀬町土地開発公社を事業主体とする長方工業団地(3.9ha)

が整備された以外の大部分は、道路等の都市基盤施設が未整備となっている。 

また、企業の立地等の工業系土地利用は、工業団地と一般国道 50 号沿道の一部に限られ、

地区の大部分の土地利用は山林で大規模な未利用地となっている。 

さらに、一般国道 50 号沿道部に、線引き以前に建築された住宅が工場等と混在して立地

する土地利用となっている。 

なお、既存用途不適格建築物となる専用住宅が、一般国道 50 号沿道部等に一部立地して

いる。
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⑤台山高森工業団地 

台山高森工業団地(約 48ha)は、昭和 52 年の区域区分の決定(線引き)と同時に、工業専

用地域の用途地域に指定された。 

本地区は、茨城県開発公社が事業主体となり造成、整備された工業団地(49.3ha)であり、

現在団地内の大部分に企業が進出し、工場の立地、操業が行われている。 

 

⑥つくば真壁工業団地 

つくば真壁工業団地(約 32ha)は、昭和 52 年の区域区分の決定(線引き)と同時に、工業

専用地域の用途地域に指定された。 

本地区は、茨城県開発公社が事業主体となり造成、整備された工業団地(31.6ha)であり、

現在団地内の大部分に企業が進出し、工場の立地、操業が行われている。 

 

⑦岩瀬工業団地 

岩瀬工業団地は、茨城県開発公社が事業主体となり整備される工業団地(43.1ha)として

計画されていたが、用地買収段階の平成 11 年に茨城県の工業団地健全化基本方針(工業団

地整備事業の見直し)により、造成の先送りが決定された。 

また、開発計画区域の半分は南飯田地区に含まれるが、それ以外は市街化調整区域とな

っている。 

 

※１：地区面積は「平成19年度 桜川市都市計画基礎調査」(H20.2桜川市)より 

※２：工業団地の面積は「平成18年度版 茨城県誘致企業総覧」(茨城県工業団地立地推進協議会)より 
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（２）工業専用地域における土地利用方針 

 

①工業専用ゾーン 

都市基盤施設等の整備が完了し、既存工場が立地している間中地区、台山高森工業団地、

つくば真壁工業団地については、「工業専用ゾーン」に位置づけ、周辺環境と調和する良質

な生産環境を維持するとともに、今後とも既存工場等の立地を維持していく区域とする。 

 

②工業誘導ゾーン 

都市基盤施設等が未整備で、大規模な未利用地が存在する南飯田地区、稲地区、岩瀬工

業団地等については、「工業誘導ゾーン」に位置づけ、周辺環境との共生に配慮した優良企

業等の誘致を検討していく区域とする。 

また、都市基盤の整備促進、未利用地の解消、既存用途不適格の解消を図りながら、製

造業を主とする工場施設や業務施設、研究・開発施設等の各種の産業立地を積極的に誘導

する。 

 

③複合産業誘導ゾーン 

北関東自動車道桜川筑西ＩＣに近接する長方地区については、「複合産業誘導ゾーン」

に位置づけ、多種多様な産業施設の立地を誘導し、ＩＣを活用した新たな産業及び交流拠

点の形成を促進していく区域とする。 
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■工業専用地域における土地利用方針 
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（３）工業専用地域における都市計画の対応方針 

 

①間中地区 

地区内に立地している既存工場及び整備が完了している都市基盤施設等の維持・向上

を図る。また、地区の一部に立地する住宅地の既存用途不適格建築物を解消するため、

今後、用途地域の見直しの検討を行う。 

 

②台山高森工業団地 

地区内に立地している既存工場及び整備が完了している都市基盤施設等の維持・向上

を図る。 

 

③つくば真壁工業団地 

地区内に立地している既存工場及び整備が完了している都市基盤施設等の維持・向上

を図る。 

 

④南飯田地区 

都市基盤施設の整備促進、未利用地への企業の積極的な立地誘導を図る。また、企業

の立地促進を図るため、今後、用途地域の見直しの検討を行う。 

 

⑤稲地区 

都市基盤施設の整備促進、未利用地への企業の積極的な立地誘導を図る。また、企業

の立地促進、既存用途不適格建築物の解消を図るため、今後、用途地域の見直しの検討

を行う。 

 

⑥岩瀬工業団地 

都市基盤施設の整備促進など、工業団地整備の具体化の検討を行う。また、市街化調

整区域となっている開発計画区域の一部については、今後、市街化区域編入の検討を行

う。 

 

⑦長方地区 

北関東自動車道の整備やＩＣの近接性、開通インパクトを活用し、現在の工業団地と

しての機能を維持しつつ、加えて多種多様な産業施設の立地を誘導する複合産業団地の

形成を促進する。 

また、桜川市第一次総合計画においても位置づけられている「地域交流拠点」の一部

を担う先導的な地区として、桜川市の新たな産業及び交流拠点の形成を目指す。 

なお、多種多様な産業施設の立地を誘導し、複合産業団地としての産業環境の形成及

び企業立地の促進を図るため、工業専用地域から準工業地域及び工業地域への用途地域

の変更を行う。 
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■工業専用地域における都市計画の対応方針 
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４ 桜川市全体における今後の都市計画の対応 

桜川市においては工業専用地域における課題以外にも、都市計画上の課題が山積してい

る。 

このため、来年度(平成 21 年度)以降、桜川市全体の都市計画に関する基本的な方針(都

市計画マスタープラン)の検討を行い、各種課題の抽出・整理を行い、各分野の方針を策定

する予定とする。 

また、都市計画マスタープランの策定が完了次第、その方針に従い、それ以降に個別事

項の見直しを検討し、必要に応じて都市計画の決定・変更等を行うこととする。 

■桜川市全体における都市計画上の各種課題 

 

 

■都市計画の課題に対する今後の対応の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大規模未利用地の解消(工業系市街地) 

 市街地内の用途不適格の解消(住居系市街地、工業系市街地) 

 区画整理休止地区の対応検討 

 都市基盤施設の整備促進 

 未整備都市計画道路の見直し 

 商業、工業等の産業振興 

 桜川筑西ＩＣ周辺整備の具体化 

 岩瀬駅周辺整備の推進 

 真壁地区歴史的なまちなみ保全と伝統的建造物群保存地区制度導入 

 羽田山周辺地区整備の検討 

個別事項の見直し検討 及び 都市計画の決定・変更 

（必要に応じて）

平成23年度以降 

市全体の都市計画マスタープラン策定(現況・課題・将来像) 平成 21 年度 

平成 22 年度 

工専地域における土地利用方針の策定 平成 20 年度 

市全体の都市計画マスタープラン策定(全体方針・地域別方針)
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